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Ⅰ．本資料の目的 

1. 本資料は、本日のサステナビリティ基準委員会においてご審議いただきたい事項及び報

告事項をご説明することを目的としている。 

Ⅱ．サステナビリティ関連情報のアップデート 

「サステナビリティ情報の開示と保証のあり方に関するワーキング・グループ」及び

「サステナビリティ情報の保証に関する専門グループ」における議論の報告 

2. 2025年 3月 21 日及び 4月 17日に、金融審議会「サステナビリティ情報の保証に関する

専門グループ」（第 2 回及び第 3 回）が開催され、サステナビリティ保証制度及びサス

テナビリティ保証業務実施者に求められる規律の在り方等について議論が行われた。 

3. また、2025年 4月 21日に、金融審議会「サステナビリティ情報の開示と保証のあり方に

関するワーキング・グループ」（第 6回）が開催され、サステナビリティ開示基準の導入

における論点及びサステナビリティ保証制度等について議論が行われた。 

4. 本日の委員会では、これらのワーキング・グループ及び専門グループにおける議論の概

要について、金融庁よりご報告いただくことを予定している。 

Ⅲ．サステナビリティ基準委員会の運営方針(審議事項) 

これまでの経緯 

5. 当委員会は、今後のサステナビリティ開示基準の開発に関連する活動及び国際的なサス

テナビリティ開示基準の開発への貢献に関連する活動等を行っており、設立後間もない

時期に「サステナビリティ基準委員会の運営方針」を策定し、公表した1。 

6. 2025 年 4 月 1 日より、当委員会委員の新しい任期が開始したことに伴い、これまでの活

動を振り返るとともに、今後 3 年間のサステナビリティ開示基準の開発の基本的な方針

 
1 https://www.ssb-j.jp/jp/plan_ssbj.html 
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及び国際的なサステナビリティ開示基準の開発に関連する活動を行うにあたっての基本

的な方針を示すため、中期運営方針を策定し、公表することとしたい。 

7. これまで、第 51回サステナビリティ基準委員会（2025年 4月 9日開催）において、サス

テナビリティ基準委員会の中期運営方針（案）について、ご審議いただいた。 

本日の審議事項 

8. 本日の委員会では、引き続きサステナビリティ基準委員会の中期運営方針（案）につい

て、ご審議いただきたい（審議事項 C3-1）。 

9. 前回の委員会で聞かれた意見については、審議事項 C3-2においてお示ししている。 

Ⅳ．ISSB公開草案「温室効果ガス排出の開示に対する修正」への対応（審

議事項） 

10. 国際サステナビリティ基準審議会（ISSB）は、2025年 4月 28日に、公開草案「温室効果

ガス排出の開示に対する修正」（以下「本公開草案」という。）を公表した（コメント期

限：2025年 6月 27日）。 

11. 本公開草案については、当委員会の「国際的な意見発信に係る適正手続に関する内規」2

第 3条に基づき、ISSBに対してコメント・レターを提出することとしたい。 

12. 本日の委員会では、本公開草案の概要及び SSBJ事務局による気付き事項についてご説明

する（審議事項 B2）。これらについて、ご意見及びご質問があればいただきたい。特に、

SSBJ事務局による気付き事項におけるコメントの方向性について、ご意見いただきたい。 

Ⅴ．2025年 5月サステナビリティ基準アドバイザリー・フォーラム（SSAF）

の報告（速報） 

13. ISSBの諮問機関である、サステナビリティ基準アドバイザリー・フォーラム（以下「SSAF」

という。）会議が、2025 年 5月 13日及び 14 日にビデオ会議にて開催され、当委員会も

SSAFメンバーとして同会議に参加した。 

14. 本日の委員会では、2025 年 5 月 SSAF 会議の概要について、速報ベースでご報告したい。 

 

以 上 

 
2 https://www.ssb-j.jp/jp/wp-content/uploads/sites/6/due_process-_20221115.pdf 


